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治
タイプライタ
財産分与

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
登記事項証明書　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
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治
タイプライタ
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治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
タナカ　ユウコ

治
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４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
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会社員

治
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
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治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
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４６

治
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６

治
タイプライタ
１２

治
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自営業
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治
タイプライタ
１　相手方は、申立人に対し、財産分与として相当額を支払うとの調停を求め
る。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に、内縁関係に入り、同居
を続けてきましたが、平成＊＊年＊＊月、双方合意のもとに内縁関係を解消
しました。財産分与に関して、預貯金は、それぞれの名義のものは、それぞ
れが取得することで合意し、購入したマンションは、売却するかどうかも含
め、改めて協議することにしました。
２　マンションは、平成＊＊年に＊＊万円ずつ出し、足りない＊＊万円は、
相手方名義でローンを組んで購入し、登記を相手方名義にしました。
３　不動産の評価が下がっており、売却は進みません。相手方に催促したと
ころ、購入した時に出した＊＊万円を支払うというのですが、＊＊年間の間
、申立人もお勤めをしてローンの返済に協力し、繰り上げ返済にも貢献して
きました。
４　このままでは、話し合いができないため、申立をします。




